
浄化槽法 

（昭和五十八年五月十八日法律第四十三号） 

最終改正：平成二五年六月一四日法律第四四号 

 

（浄化槽管理者の義務）  

第十条  浄化槽管理者は、環境省令で定めるところにより、毎年一回（環境省令で定

める場合にあつては、環境省令で定める回数）、浄化槽の保守点検及び浄化槽の清

掃をしなければならない。  

２  政令で定める規模の浄化槽の浄化槽管理者は、当該浄化槽の保守点検及び清掃

に関する技術上の業務を担当させるため、環境省令で定める資格を有する技術管理

者（以下「技術管理者」という。）を置かなければならない。ただし、自ら技術管理者と

して管理する浄化槽については、この限りでない。  

３  浄化槽管理者は、浄化槽の保守点検を、第四十八条第一項の規定により条例で

浄化槽の保守点検を業とする者の登録制度が設けられている場合には当該登録を

受けた者に、若しくは当該登録制度が設けられていない場合には浄化槽管理士に、

又は浄化槽の清掃を浄化槽清掃業者に委託することができる。  

 


